
小宮多喜次校友会長

日髙理事長

佐々木学長

国
宝

十
便
十
宜
図
の
う
ち
池
大
雅
筆

公
益
財
団
法
人
川
端
康
成
記
念
會
（場
面
替
え
あ
り
）

　
大
阪
工
業
大
学
は
２
０
１

５
年
度
か
ら
工
学
部
環
境
工

学
科
の
演
習
科
目
で
あ
る
環

境
工
学
Ⅰ
ａ
の
一
テ
ー
マ
と

し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー

ム
Ｍ
Ｇ
（
以
下
、Ｍ
Ｇ
研
修
）

を
導
入
し
て
い
る
。
今
、
こ

の
研
修
が
同
大
学
の
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
同
大
学
工
学
部
環
境
工
学

科
は
実
社
会
に
即
応
し
た
多

様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
践
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
を
教
育

方
針
と
し
て
い
る
。
も
の
づ

く
り
教
育
を
重
視
し
、
実
践

力
を
養
う
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
」

の
手
法
を
工
学
部
の
全
学
科

で
実
施
し
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｇ
研
修
を
担
当
す
る
の

は
、
同
大
学
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る

皆
川
健
多
郎
・
同
大
学
工
学

部
環
境
工
学
科
准
教
授
。
学

生
時
代
に
受
講
し
た
Ｍ
Ｇ
研

修
を
今
の
学
生
に
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
環
境
工
学
の
教
育

上
必
要
で
あ
り
、
か
つ
同
大

学
が
進
め
る
「
社
会
人
基
礎

力
の
育
成
」
に
も
一
致
し
て

い
る
こ
と
か
ら
実
現
し
た
。

Ｍ
Ｇ
研
修
は
１
９
７
６

年
、
ソ
ニ
ー
が
社
内
研
修
用

に
つ
く
っ
た
も
の
だ
が
、
高

い
評
価
を
受
け
、
社
外
に
提

供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
現
在
ま
で
に
大

手
企
業
を
中
心
に
５
千
社
、

１
０
０
万
人
が
受
講
し
て
お

り
、
海
外
に
も
展
開
し
て
い

る
。
著
作
権
等
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
㈱
が
保
有

す
る
。

　
実
就
職
率
９６
・
９
％
、
全

国
５
位
の
実
績
を
誇
る
同
大

学
。
大
手
企
業
が
学
生
に
求

め
る
社
会
人
能
力
が
幅
広
く

身
に
付
く
と
い
う
Ｍ
Ｇ
研
修

の
効
果
が
、
高
い
就
職
率
を

実
現
し
て
い
る
理
由
の
一
つ

と
言
え
る
。

ポ
ー
ラ
美
術
館
（
神
奈
川

県
・箱
根
町
）は
３
月
１７
日
か

ら
７
月
１６
日
ま
で
、「エ
ミ
ー

ル
・ガ
レ

自
然
の
蒐
集
」展

を
開
催
す
る
。
19
世
紀
末
に

活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ラ

ス
工
芸
作
家
、
エ
ミ
ー
ル
・

ガ
レ
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で

の
名
品
１
３
０
点
が
集
結
す

る
。
ガ
レ
に
は
森
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
が
多
い
が
、

海
に
深
い
憧
れ
を
抱
き
、
ク

ラ
ゲ
や
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
な

ど
、
海
の
生
物
た
ち
を
作
品

の
モ
チ
ー
フ
に
し
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

同
展
は
初
期
か
ら
晩
年
ま

で
ガ
レ
の
優
品
を
巡
り
な
が

ら
、
「森
」
と
「海
」
の
二
つ
の

視
点
か
ら
紹
介
す
る
。

ガ
レ
が
関
心
を
寄
せ
た

「
海
」
に
つ
い
て
、
さ
か
な

ク
ン
（
東
京
海
洋
大
学
名
誉

博
士
、
客
員
准
教
授
）
が
同

美
術
館
の
一
日
館
長
を
務
め

る
。
ガ
レ
が
表
現
し
た
海
の

生
物
た
ち
の
生
態
を
知
り
、

海
洋
生
物
へ
の
興
味
・
関
心

を
深
め
、
作
品
鑑
賞
を
よ
り

楽
し
む
こ
と
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
解

説
を
交
え
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
す
る
。

参
加
希
望
者
は
３
月
１
日

１１
時
か
ら
サ
イ
ト
Ｐ
ｅ
ａ
ｔ

ｉ
ｘ
か
ら
申
し
込
む
。
事
前

申
し
込
み
、先
着
１
８
０
人
。

料
金
無
料
。

公
益
財
団
法
人
博
報
児
童

教
育
振
興
会
（東
京
都
港
区
）

は
第
１０
回
「
海
外
児
童
日
本

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加

す
る
海
外
校
の
募
集
を
３
月

９
日
ま
で
行
っ
て
い
る
。
文

部
科
学
省
が
後
援
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日

本
語
を
大
切
に
し
な
が
ら
異

文
化
体
験
や
国
際
交
流
を
通

じ
て
、
海
外
の
生
徒
と
日
本

の
生
徒
が
お
互
い
の
理
解
を

深
め
、
国
際
人
と
し
て
成
長

す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
。

応
募
資
格
は
、
行
政
に
よ

っ
て
、
正
式
な
中
等
教
育
機

関
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

学
校
で
あ
る
こ
と
、
12
歳
か

ら
１６
歳
の
生
徒
に
正
規
の
授

業
と
し
て
日
本
語
を
指
導
し

て
い
る
こ
と
、
引
率
す
る
教

師
を
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ

び
事
前
研
修
の
両
方
へ
派
遣

で
き
る
こ
と
等
。
助
成
は
、

日
本
ま
で
の
往
復
航
空
運

賃
、
日
本
滞
在
中
の
宿
舎
・

食
事
・
活
動
費
（
研
修
費
・

交
通
費
な
ど
を
含
む
）
等
。

海
外
教
師
日
本
研
修
が
11

月
１２
日
か
ら
１２
月
１
日
ま

で
、
海
外
児
童
日
本
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
２
０
１
９
年
４

月
１１
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
予

定
。応

募
要
項
と
申
請
書
は
同

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔｔ

ｐ
：

ｗ
ｗ
ｗ
．
ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｈ
ｏ
ｆ
ｏ
ｕ

ｎ
ｄ
ａｔｉ
ｏ
ｎ．ｏ
ｒ．ｊ
ｐ
／
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

神
奈
川
近
代
文
学
館
（
神

奈
川
県
横
浜
市
）
は
３
月
１７

日
か
ら
５
月
１３
日
ま
で
、
特

別
展
「
生
誕
１
４
０
年
　
与

謝
野
晶
子
展
　
こ
よ
ひ
逢
ふ

人
み
な
う
つ
く
し
き
」
を
開

催
す
る
。
同
展
で
は
、
現
在

多
く
の
読
者
に
読
ま
れ
て
い

る
２
作
品
『
み
だ
れ
髪
』
と

晶
子
訳
『
源
氏
物
語
』
を
軸

に
紹
介
す
る
。

晶
子
は
師
の
与
謝
野
鉄
幹

と
結
婚
し
、
５
男
６
女
を
育

て
た
母
親
で
も
あ
っ
た
。
明

治
、
大
正
、
昭
和
に
至
る
激

動
の
時
代
の
中
で
、
文
学
者

と
し
、
ま
た
、
一
人
の
女
性

と
し
て
、
常
に
先
駆
的
な
立

場
で
生
き
抜
い
た
。

会
場
は
、プ
ロ
ロ
ー
グ
「乙

女
と
な
り
し
父
母
の
家
―
―

故
郷
の
町
・
堺
」
、
第
１
部

「
『
み
だ
れ
髪
』
の
歌
人

新
し
い
時
代
を
拓
く
」
、
第

２
部
「
晶
子
の
『
源
氏
物

語
』
古
典
と
現
代
を
つ
な

ぐ
」
と
い
う
構
成
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

講
演
会
「
『
恋
衣
』
そ
し
て

晶
子
と
古
典
」
「
近
代
を
創

る
―
―
鉄
幹
晶
子
の
五
十

年
」
「
『
み
だ
れ
髪
』
―
―

も
う
ひ
と
つ
の
読
み
方
」
、

朗
読
会
「
与
謝
野
晶
子
『
新

訳
源
氏
物
語
』
か
ら
『
桐

壺
』
『
若
紫
』
」
、
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
を
行
う
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
立

神
奈
川
近
代
文
学
館

☎
０

４
５
（
６
２
２
）
６
６
６
６

ｈ
ｔｔ
ｐ
：

ｗ
ｗ
ｗ
．
ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｂ

ｕ
ｎ．ｏ
ｒ．ｊ
ｐ

京
都
国
立
博
物
館
（
京
都

市
東
山
区
）
は
４
月
７
日
か

ら
５
月
２０
日
ま
で
、
平
成
知

新
館
で
、
特
別
展
「
池
大
雅

天
衣
無
縫
の
旅
の
画
家
」

を
開
催
す
る
。
「
南
画
の
大

成
者
」
と
し
て
知
ら
れ
る
池

大
雅
（１
７
２
３
年
―
７６
年
）

は
江
戸
時
代
中
期
の
京
都
画

壇
で
人
気
を
博
し
た
。

当
時
、
日
本
で
は
十
分
浸

透
し
て
い
な
か
っ
た
中
国
絵

画
の
新
様
式
を
基
に
、
そ
れ

ま
で
に
な
い
独
自
の
画
風
を

ふ
う

び

確
立
し
一
世
を
風
靡
し

た
。
同
展
で
は
、
初
期

か
ら
晩
年
ま
で
の
代
表

作
を
一
堂
に
集
め
、
池

大
雅
の
全
貌
に
迫
る
と

と
も
に
、
江
戸
時
代
の

南
画
の
魅
力
を
紹
介
す

る
。

作
品
・
資
料
は
約
１
５
０

件
が
出
品
さ
れ
る
。

観
覧
料
は
、
一
般
が
１
５

０
０
円
、
大
学
生
が
１
２
０

０
円
、高
校
生
が
９
０
０
円
。

中
学
生
以
下
は
無
料
。

◇

全
私
学
新
聞
で
は
読
者
プ

レ
ゼ
ン
ト
用
チ
ケ
ッ
ト
を
５

組
１０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
希
望
者
は
は
が
き
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
〒
１
０
２
―
０
０
７

４
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南

２
―
４
―
９
第
三
早
川
屋
ビ

ル
４
階
　
全
私
学
新
聞
　
編

集
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
＝
☎
０

７
５
（
５
２
５
）
２
４
７
３

（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

ｈ
ｔｔ
ｐ
：

ｗ
ｗ
ｗ
．
ｋ
ｙ
ｏ
ｈ
ａ

ｋ
ｕ．
ｇ
ｏ．ｊ
ｐ

門
学
校
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
学

院
▽
専
門
学
校
Ｅ
Ｓ
Ｐ
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
東
京

【
第
３６
回
専
門
学
校
映
像

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】
２
月
２２

～
24
日
、
ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

Ｃ
Ｇ
等
の
ビ
デ
オ
作
品
を
上

映
。参

加
校
は
次
の
１０
校
。

▽
音
響
芸
術
専
門
学
校
▽

尚
美
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
カ
レ
ッ

ジ
専
門
学
校
▽
専
門
学
校
東

京
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
▽
専

門
学
校
ミ
ュ
ー
ズ
音
楽
院
▽

東
京
工
学
院
専
門
学
校
▽
東

京
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
▽
東

放
学
園
専
門
学
校
▽
日
本
電

子
専
門
学
校
▽
町
田
・
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
▽
読
売
理
工

医
療
福
祉
専
門
学
校

「
学
研
ま
ん
が
で
よ
く
わ

か
る
シ
リ
ー
ズ
」
（
㈱
学
研

プ
ラ
ス
）
は
、
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
、
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
漫
画

で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
る
。
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ひ
み
つ
【
新
版
】
』
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
こ
と
を
具

体
的
な
事
例
を
通
し
て
、
丁

寧
に
説
明
し
て
い
る
。

公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
が
推
薦
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広

が
る
世
界
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
検
索
し

て
み
よ
う
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
へ
い
っ
て
み
よ
う
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な

げ
る
も
の
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
支
え
る
人
び
と
」
「イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
こ
れ
か

ら
」
―
―
と
い
う
構
成
。

構
成
は
入
澤
宣
幸
氏
、
漫

画
は
、
か
ん
よ
う
こ
氏
。
㈱

日
本
レ
ジ
ス
ト
リ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
）
が
協
力
。

よ
り
多
く
の
小
学
生
と
保

護
者
、
教
育
現
場
の
人
た
ち

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組

み
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

全
国
約
２
万
校
の
小
学
校
と

３
１
０
０
館
の
公
立
図
書
館

等
に
寄
贈
さ
れ
る
。

（
学
研
プ
ラ
ス
発
行
、
非
売

品
）

専
修
大
学
（
東
京
都
千
代

田
区
）
は
２
月
７
日
、
靖
国

通
り
沿
い
に
「
専
修
大
学
靖

国
通
り
神
田
新
校
舎
（
仮

称
）
」
を
建
設
す
る
に
当
た

り
、
地
鎮
祭
を
行
っ
た
。
大

学
、
工
事
関
係
者
ら
約
１
０

０
人
が
出
席
し
た
。
２
０
２

０
年
の
創
立
１
４
０
周
年
に

向
け
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
新
校
舎
を
建
設

す
る
。
同
大
学
は
１
８
８
０

年
に
「
報
恩
奉
仕
」
を
建
学

の
精
神
に
掲
げ
創
立
さ
れ

た
。
学
風
は
「
質
実
剛
健
・

誠
実
力
行
」
。２
０
２
０
年
４

月
に
神
田
に
新
校
舎
が
誕
生

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
大
学

の
歴
史
は
新
た

な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
に
な

る
。新

校
舎
は
地

下
１
階
地
上
１６
階
、
高
さ
約

８０
㍍
と
な
る
。
都
市
型
の
国

際
色
あ
ふ
れ
る
、
現
校
舎
と

新
校
舎
の
融
合
を
図
り
、
一

体
化
し
た
都
市
型
キ
ャ
ン
パ

ス
を
目
指
す
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
法
学

部
に
加
え
、
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
国
際
系
の
学
部
が
新

設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
商
学
部
が

移
る
。

新
校
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
①
九
段
下
、
神
保
町
、

水
道
橋
方
面
の
３
方
向
に
開

か
れ
、
〝
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
新
た
な
ゲ
ー
ト
〟
と
し
て

の
機
能
を
持
つ
こ
と
、
②
学

生
が
授
業
以
外
に
も
積
極
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
な
多
層

い

性
を
活
か
し
た
多
機
能
な
フ

ロ
ア
構
成
を
実
現
し
た
こ

と
、
③
各
所
の
共
用
部
も
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
誘
発
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
発
信
す
る
「
ど
こ

で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
を
実
践
す
る
空
間
を
創

出
す
る
こ
と
―
―
。

新
校
舎
は
１
階
が
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
３
階
が
多

目
的
ホ
ー
ル
、
４
階
か
ら
６

階
ま
で
と
８
階
か
ら
１１
階
ま

で
が
教
室
と
な
る
。
７
階
は

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
（
食
堂
）
。

１２
階
が
ゼ
ミ
室
、
１３
、
１４
階

が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図

書
館
）
、
１５
階
が
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ロ
ア
、
１６

階
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
と
な
る
予

定
。

地
鎮
祭
の
後
に
行
わ
れ
た

な
お
ら
い

式
典
「
直
会
」
は
、
場
所
を

１
号
館
に
移
し

行
わ
れ
た
。
日

髙
義
博
理
事
長

は
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
工
事
に

着
手
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
の
思
い

を
表
し
、「将
来
、
神
田
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
祈

る
。20
年
、30
年
先
を
考
え
る

と
、
校
舎
の
完
成
は
大
き
な

影
響
を
も
つ
と
思
う
」
と
新

校
舎
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

佐
々
木
重
人
学
長
は
、
靖

国
通
り
沿
い
に
新
校
舎
が
出

来
上
が
る
こ
と
が
、
大
学
関

係
者
の
悲
願
だ
っ
た
こ
と
を

披
露
し
、
「
新
校
舎
が
で
き

る
の
が
楽
し
み
だ
。
２
０
２

０
年
４
月
が
待
ち
遠
し
い
。

新
し
い
神
保
町
を
発
信
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

第
３３
回
東
京
私
立
小
学
校

児
童
作
品
展
「
ほ
ら
、
で
き

た
よ
」
が
１
月
31
日
か
ら
２

月
５
日
ま
で
、
東
京
・
松
屋

銀
座
８
階
の
イ
ベ
ン

ト
ス
ク
エ
ア
で
開
催

さ
れ
た
。
（＝
写
真
）

こ
の
作
品
展
は
、

統
一
テ
ー
マ
を
設
け

ず
、
ま
た
、
コ
ン
ク

ー
ル
形
式
を
取
ら

ず
、
各
校
思
い
思
い
の
形
で

続
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴

だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
用

い
て
、
作
品
が
仕
上
げ
ら
れ

て
い
た
。

参
加
校
は
次
の
２６
校
（
五

十
音
順
）
。

▽
小
野
学
園
小
学
校
▽
学

習
院
初
等
科
▽
川
村
小
学
校

▽
国
立
音
楽
大
学
附
属
小
学

校
▽
国
立
学
園
小
学
校
▽
慶

應
義
塾
幼
稚
舎
▽
昭
和
女
子

大
学
附
属
昭
和
小
学
校
▽
菅

生
学
園
初
等
学
校
▽
聖
学
院

小
学
校
▽
聖
ド
ミ
ニ
コ
学
園

小
学
校
▽
清
明
学
園
初
等
学

校
▽
帝
京
大
学
小
学
校
▽
田

園
調
布
雙
葉
小
学
校
▽
東
京

創
価
小
学
校
▽
東
京
都
市
大

学
付
属
小
学
校
▽
東
洋
英
和

女
学
院
小
学
部
▽
ト
キ
ワ
松

学
園
小
学
校
▽

新
渡
戸
文
化
小

学
校
▽
日
本
女

子
大
学
附
属
豊

明
小
学
校
▽
雙

葉
小
学
校
▽
宝

仙
学
園
小
学
校

▽
明
星
小
学
校

▽
目
黒
星
美
学

園
小
学
校
▽
立

教
小
学
校
▽
和

光
小
学
校
▽
早

稲
田
実
業
学
校

初
等
部
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